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丸
山
薙
成
教
授
退
官
記
念
号
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

丸
山
薙
成
教
授
は
本
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
、
九
州
大
学
人
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
を
停
年
退
官
さ
れ
る
。
同
教
授
は
、
昭

和
―
―
―
―
―
年
三
月
に
東
北
大
学
文
学
部
国
史
学
科
を
卒
業
後
、
同
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
、
同
四

0
年
―
―
―
月
に
同
研
究
科

博
士
課
程
を
単
位
修
得
退
学
後
、
埼
玉
県
蕨
巾
史
編
集
委
員
会
委
員
等
を
経
て
、
四
一
云
一
年
四
月
に
駒
沢
大
学
文
学
部
講
師
に
就
任
、
同

助
教
授
を
経
て
四
八
年
四
月
に
九
州
大
学
文
学
部
附
属
九
州
文
化
史
研
究
施
設
助
教
授
に
就
任
さ
れ
、
文
学
部
お
よ
び
大
学
院
文
学

研
究
科
で
国
史
学
（
日
本
近
世
史
）
を
担
当
さ
れ
た
。
六
一
年
七
月
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
六
二
年
四
月
か
ら
平
成
六
年
六
月

ま
で
九
州
文
化
史
研
究
施
設
長
を
併
任
さ
れ
、
同
研
究
施
設
の
充
実
と
同
研
究
施
設
を
中
核
と
す
る
学
術
研
究
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

平
成
六
年
六
月
に
九
州
大
学
の
改
組
に
と
も
な
っ
て
、
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
に
配
置
換
と
な
り
、
地
域
資
料
情
報
講
座
を

担
当
、
歴
史
資
料
学
と
い
う
分
野
で
新
た
に
研
究
と
学
生
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
。

こ
の
間
、
久
留
米
大
学
商
学
部
、
熊
本
大
学
文
学
部
、
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
、
東
北
大
学
文
学
部
等
の
講
師
を
兼
ね
ら
れ
、
ま
た

イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
大
学
大
学
院
日
本
研
究
科
客
貝
教
授
を
勤
め
ら
れ
る
な
ど
、
広
く
学
生
の
教
育
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
本

古
文
書
学
会
評
議
員
、
南
島
史
学
会
評
議
員
等
を
歴
任
し
、
学
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
万
三
年
以
来
永
き
に
わ
た
っ

て
文
化
財
保
護
審
議
会
専
門
委
員
を
勤
め
ら
れ
た
ほ
か
、
福
岡
県
文
化
財
保
護
審
議
会
専
門
委
貝
、
福
岡
県
史
編
纂
専
門
委
員
会
顧
問
、

名
護
屋
城
跡
並
に
陣
屋
跡
保
存
整
備
委
員
会
委
員
、
「
歴
史
国
道
」
選
定
委
員
会
委
員
等
を
歴
任
さ
れ
、
学
術
研
究
の
社
会
的
還
元
に

も
尽
力
さ
れ
て
き
た
。

同
教
授
は
日
本
近
世
史
研
究
に
お
い
て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
高
い
評
価
を
獲
得
し
て
い
る
の
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
日
本
交
通
史
の
分
野
に
お
け
る
業
績
で
あ
る
。
そ
の
成
果
の
代
表
的
な
も
の
の
―
つ
が
、
大
著
『
近
世
宿
駅
の
基
礎
的
研
究
』

丸
山
廂
成
教
授
退
官
記
念
号
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
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丸
山
薙
成
教
授
退
官
記
念
号
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

第
一
•
第
二
（
昭
和
五
―
一
年
、
吉
川
弘
文
館
）
で
あ
り
、
同
書
に
よ
っ
て
東
北
大
学
か
ら
文
学
博
上
の
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同

教
授
の
近
世
交
通
史
研
究
の
集
大
成
と
も
言
え
る
の
が
、
『
日
本
近
世
交
通
史
の
研
究
』
（
平
成
元
年
、
吉
川
弘
文
館
）
で
あ
り
、
同

書
は
参
勤
交
代
、
宿
駅
、
関
所
、
口
留
番
所
な
ど
近
柑
交
通
史
上
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
精
密
な
実
証
的
検
討
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。

同
教
授
の
交
通
史
研
究
は
、
日
本
に
お
い
て
古
代
以
来
、
国
家
が
交
通
政
策
を
極
め
て
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
の
国
家
の
性
格
は
交
通
政
策
の
検
討
か
ら
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
視
点
に
守
ち
、
制
度
史
、
社
会
経
済
史
的
観

点
の
み
な
ら
ず
、
国
家
史
、
幕
藩
制
史
研
究
と
い
う
観
点
か
ら
交
通
史
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
息
に
、
最
大
の
特
徴
が
あ
る
と

言
え
よ
う
。

以
上
の
多
年
に
わ
た
る
，
父
通
史
研
究
の
成
果
は
学
界
に
お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
六
年
六
月
に
日
本
学
士
院
貨
を
授
与
さ
れ

る
と
い
う
栄
巻
に
輝
い
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

賀
出
版
）
、

も
ち
ろ
ん
、
同
教
授
の
研
究
分
野
は
交
通
史
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
広
く
村
洛
構
造
、
農
民
闘
争
、
村
落
祭
祀
、
武
士
思
想

な
ど
多
般
に
わ
た
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
「
武
家
諸
法
度
」
や
「
慶
安
の
御
触
書
」
等
の
再
検
討
を
行
わ
れ
、
後
者
に
つ
い
て
、
後

枇
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
教
授
の
提
起
は
通
説
化
し
つ
つ
あ
る
。

同
教
授
は
ま
た
、
九
州
地
域
史
に
つ
い
て
も
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
て
お
り
、
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
正
・
続
（
共
著
、
昭
和
五

六
、
六
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）
や
、
自
ら
共
同
研
究
を
主
宰
さ
れ
た
『
前
近
代
に
お
け
る
南
西
諸
島
と
九
州
』
（
編
＂
者
、
平
成
八
年
、
多

『
九
州
•
そ
の
歴
史
的
展
開
と
現
代
』
（
平
成
六
年
、
文
献
出
版
）
等
は
そ
の
代
表
的
な
成
果
で
あ
る
。

同
教
授
の
こ
の
よ
う
な
多
年
に
わ
た
る
研
究
・
教
育
の
主
要
な
拠
点
と
な
っ
た
の
が
、
九
州
大
学
文
学
部
附
属
九
州
文
化
史
研
究
施

設
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
教
授
は
九
州
文
化
史
研
究
施
設
を
中
心
と
し
て
、
ご
自
身
の
研
究
や
学
部
学
生
・
大
学
院
生

の
指
導
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
研
究
会
や
共
同
研
究
を
組
織
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
先
年
の
改
組
の
際
に
、
同
研
究
施
設
を



独
立
の
資
料
セ
ソ
タ
ー
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
当
初
の
構
想
が
遂
に
日
の
目
を
見
ず
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
、
教
授
に
と
っ
て
も
誠
に

残
念
な
結
果
で
あ
っ
た
と
拝
察
す
る
。
こ
の
点
は
、
全
学
的
な
改
組
の
経
緯
の
中
で
回
避
し
が
た
い
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
た
結
果

と
は
い
え
、
直
接
改
組
の
衝
に
あ
た
っ
た
私
ど
も
が
責
を
負
う
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
教
授
の
ご
心
労
を
煩
わ
せ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
な

と
は
い
え
、

「
九
州
文
化
史
」
は
健
在
で
あ
る
。
制
度
的
な
位
置
づ
け
こ
そ
、
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
附
属
の
資
料
室
と
変

わ
っ
た
が
、
紀
要
の
誌
名
も
看
板
も
「
九
州
文
化
史
研
究
所
」

授
の
こ
れ
ま
で
の
ご
努
力
を
継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
い
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
日
、
全
国

の
大
学
で
大
学
改
革
が
迎
行
す
る
中
で
、
大
学
に
お
け
る
史
料
保
存
機
関
が
如
何
に
あ
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
私
ど

も
が
ど
の
よ
う
な
回
答
を
提
示
で
き
る
か
は
、
な
お
若
干
の
時
間
を
お
借
り
す
る
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
、
私
ど
も
は
史
料
の
収
集
・

幣
理
•
閲
覧
機
能
の
一
層
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
文
献
史
料
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
歴
史
賓
料
論
の
横
築
と
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
共
同

研
究
の
推
進
、
さ
ら
に
は
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
の
地
域
資
料
情
報
講
座
と
有
機
的
に
連
携
し
た
教
育
・
研
究
体
制
の
拡
充
等

の
方
向
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
の
中
に
、

有

馬

学

の
ま
ま
で
あ
り
、
場
所
も
中
味
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
私
ど
も
は
、
教

「
九
州
文
化
史
」
の
将
来
を
展
叩
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
九
州
文
化
史
」
は
永
い
歴
史
と
実
績
を
有
す
る
史
料
保
存
機
関
・
研
究
機
関
で
あ
り
、
そ
の
円
容
は
「
几
州
文
化
史
」
に
か
か
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
努
力
が
結
集
さ
れ
た
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
。
私
ど
も
は
「
九
州
文
化
史
」
の
歴
史
を
継
承
し
つ
つ
、
右
に
記

し
た
よ
う
な
将
来
へ
の
展
望
に
実
質
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
、
単
な
る
遺
産
管
理
人
で
は
な
い
と
敢
え
て
申
し
上
げ
て
も
不
遜

で
は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
を
込
め
て
、
「
九
州
文
化
史
」
は
健
在
で
あ
る
こ
と
を
、
広
く
九
州
文
化
史
研
究
所
の

今
後
に
閃
心
を
寄
せ
て
下
さ
る
方
々
に
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
も
っ
て
丸
山
瀕
成
教
授
の
多
年
の
ご
苦
労
へ
の
謝
慮
と
し
た
い
。

大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科

九
州
文
化
史
資
料
室
長

丸
山
疵
成
教
授
退
官
記
念
号
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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